
1. ガザに捕らえられた人質の早期救出を覚えて

　240人以上がガザに拉致されて、1月7日で3
カ月になりました。武器を持たない多くの一般市
民が突然テロリストに拉致されたにもかかわらず、
国際世論はあまりにも、冷ややかです。こうした中、
人質のご家族が、人質全員の解放を求め、世界各
国を訪問し、国際支援を呼び掛けています。日本
には、12月11日から4日間、3組のご家族が来日

しました。
　来日中、ご家族たちは、こう語っていました「も
しこれが、皆さんのお子さんだったらどうでしょ
うか？　ぜひ皆さんに伝えてください。助けてく
ださい」。ご家族の悲痛な思いを覚えて、ご自身の
こととして、人質生還のためにお祈りをお願いい
たします。

2. 神の民を慰めるというBFPの使命のために

　クファル・アザは1951年に誕生した歴史あ
るキブツで、イスラエル建国にも深く関わってい
ます。しかし今は悲劇の地として知られるように
なってしまいました。エルサレム在住の松田有先
生は、2016年、BFPゼラス・イスラエル・プロ
ジェクトのメンバーとして、この場所を訪問しま
した。松田先生からの報告です。「クファル・ア
ザは、ひまわり畑に囲まれ、緑豊かな共同農園と
して息づいていました。人口は約700人。BFP
との交流も深く、2016年には、シェルターを寄
贈しました。その年の11月、BFPチームはクファ
ル・アザを訪問しました。ガザに近いという緊張
感はありましたが、子どもたちが歓迎の歌で温か
く迎え入れてくれました。
　優しい木漏れ日、可愛らしい歌声、そして気持

ちの良いそよ風が、私たちの心を和ませてくれま
した。この訪問は、宝のような思い出として心に
刻まれています。
　しかし、10月7日の悲劇が、美しい思い出を壊
してしまいました。クファル・アザでのテロ被害
者の数字は未だにはっきりしていませんが、殺害
されたのは62人以上。拉致されたのは19人。か
つて私たちが出会った子どもたちの中にも、犠牲
になった人がいる可能性が大いにあります。」
　建国以来最大の苦しみを通るイスラエルの人々
に、今年、BFPがますます、神の民を慰める使命
を全うできるようお祈りください。

  https://youtu.be/Mzzr3ZMo1YI
映像をご覧ください 
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ビジョン

神の戦いに生きる 〜祈りと賛美によって〜

「あなたがたはこのおびただしい大軍のゆ
えに恐れてはならない。気落ちしてはな
らない。この戦いはあなたがたの戦いで
はなく、神の戦いであるから」

（II 歴代 20:15）新改訳第三版

令和6年 能登半島地震を覚えて
今年元旦に 石川県能登地方を震源に発生した大地震で 被災した方々を覚えて とりなしの祈りを捧げましょう
●愛する人を失った方々、被災したすべての方々に、主の慰めがあるように　●安否不明者が 一刻も早く救出されるように
●孤立状態の方々に、救助の手が差し伸べられるように　●電気 水 ガスのライフラインが 早急に回復するように
●避難所に必要な物資が届けられ、避難されている方々の心身が守られるように　●余震や土砂崩れの危険から、主が守ってくださるように
●国 地方自治体 自衛隊 警察 消防 医療従事者 支援団体他 あらゆる現場で 救援救助にあたる方々に 主の知恵と支えがあるように
●家や仕事を失った方々に、生活再建の道が備えられるように
●北陸4県のハイナイトファミリー（26教会）の牧師先生、信徒の方々に、主の特別な支えと守りがあるように

ハイナイト
プレイヤー・レター

主よ　みこころによって私を救い出してください。主よ　急いで私を助けてください。（詩篇40:13）
❶�人質全員が、テロリストの暴行やあらゆる危険、病気から守られて、一日も早く家族の元に生きて帰ることがで

きるように。
❷�愛する人を待つ、ご家族やご親族、友人たちの心身が支えられるように。
❸�人質救出を求める国際世論が高まり、解放につながるように。

「慰めよ、慰めよ、わたしの民を。──あなたがたの神は仰せられる──（イザヤ40:1）
❶�テロで傷ついた方々が、天からの深い慰めと癒やしを受けることができるように。
❷�イスラエルを愛し、祈りと支援を持って支えるクリスチャンを主が増し加えてくださるように。
❸�BFPが主から知恵が与えられ、新しい年も神の民を慰める使命を全うできるように。
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